
12 月定例記者会見会議録 

 

平成 28 年 12 月 5 日（月）午前 11 時～ 

市役所 2階 第 1委員会室 

 

１. 市長からの発表 

 

 おはようございます。12 月に入りました。私自身の感想を考えますと２期目に入りま

していろんなことを、やっていかなければいけないなと痛感をしている毎日であります。 

そんな中、もうご存知でありますように、12 月 1 日に天神祭りがユネスコの無形文化

遺産に登録され、大変嬉しく誇らしく思っています。改めて長い間、保存あるいは継承

いただいた保存会の皆さん、関係の皆さんにお礼を申し上げたいと思います。また、将

来にわたって市民、行政が協力して、様々な方法でこの魅力を末永く発信していくこと

を考えております。 

 

 

（１）『御食つ国（みけつくに）年末海族市（かいぞくいち）』への伊賀市の参加につい

て 

今日私からの発表は志摩市の『御食つ国、年末海族市』への伊賀市の参加について、

昨年度に『海の幸、山の幸』イベントをしらさぎ運動公園でさせていただきましたが、

その交流事業が今度は志摩市へ伊賀市から参画をするということになります。志摩市大

王町の波切漁港で開催され、伊賀市が特別協賛して参加します。12 月 23 日から 3日間、

時間は毎日午前 9時からということで、内容は伊賀産ブランドを中心に伊賀牛、伊賀米、

伊賀焼、伊賀酒などの販売を行います。関係機関の方にご協力をいただき、毎日 7～9

店舗のブースを出店します。会場では、伊賀流忍者体験手裏剣打ち道場等も行い、観光

の PR も行いたいと考えています。また、ステージイベントでは伊賀市観光大使の伊賀グ

リオショーを12月24日に予定しております。私もこの日に参りたいと思っております。

志摩市では年末の恒例行事であり、3 日間で 2 万人を超える方がいらっしゃるというこ

とです。市内外から観光バスが来るほどの大きなイベントということですので、伊賀の

PR もしっかりと行ってまいりたいと思っております。 

 

（２）徘徊高齢者家族支援サービスについて 

先日、阿山ハイツにおいて 84 歳の方の行方不明事案が発生しました。84 歳の方が

出かけて帰らないということでした。また、今年の春先には上神戸で高齢女性が今も

行方がわからないということがありました。その時、ご家族の方、地域の方、警察の

方など多くの方が捜索にご協力をされ大変ご苦労いただきました。しかし、何よりま

ず命を早く発見して救うことが大事ということで、早期発見のために、小型の GPS 装

置に係る制度を作らせていただきました。そういった中で今回の事案が発生したとい

うことで私は非常に残念に思っているところでありまして、担当課にもしっかりとこ

の制度があるということを市民の皆さんや、またそうした対象の方がいるご家族に徹

底をするように指示をしたところです。 



（主な質疑応答） 

記者：高齢者用の GPS 端末ですけども、実績というか新たに新規の申し込みというので

しょうか。いつから始まって、どれだけの申し込みがあったかを教えてください。 

市長：今回の小型の端末については 7月の定例記者会見でご案内して、たくさんの方に

ご利用をお願いしたいと思っておりました。先般、行方不明事案がありましたので確

認しましたら、利用者は僅か 4件ということですので、この制度が実際には機能して

いないので、もう一度しっかりと活性化するような策を考えなさいと指導しました。

いい制度を作ったら、市民一人ひとりにしっかりと周知しなければなりません。 

記者：阿山ハイツの行方不明者の方は見つかってないですよね。ご家族は「徘徊して、

困っています」。などの相談をケアマネさんにされていたのでしょうか。 

市長：私の聞いている範囲では徘徊歴があるという認識がご家族にはあまりなかった。

ただ、この徘徊歴というのは、ある日に発症するわけですから、そういうことだった

のだろうなと思います。そのため、そういう可能性のおそれのある人にもなるべく早

く GPS 端末を付けていただけるようなこともこれからは考えていかなければならない

のではないかとい思っています。 

 

（３）市職員の出勤時間について 

先日市民の方に怒られました。その方が庁舎に 8時半くらいに住民課窓口へ来られ

たのですが、その時間にまだ出勤してくる職員がいると。8 時半から業務が始まるの

ではないのかと怒られました。出退勤のレコーダーを設置いたしまして遅刻件数が格

段に減ったわけではありますけども、今もこういう事案があったということです。そ

の後に担当課が出勤時間調査をした結果ですが、11 月 29 日火曜日、定刻後以降の出

勤者本庁 0 名、ハイトピア伊賀 2 名、阿山庁舎 0 名、大山田庁舎 1 名、11 月 30 日、

本庁 1名、上野ふれあいプラザ 0名、伊賀支所 0名、阿山庁舎 0名、青山支所 2名、

12 月 1 日、島ヶ原支所 1名、水道部 0名でありました。開庁時間の８時３０分に業務

を開始するために、時間に余裕を持って出勤し、しっかり準備を整えるよう注意喚起

を行い、職員一人ひとりの意識を高めていきたいと思っています。 

（主な質疑応答） 

記者：同じ人かどうかわからないですが、毎日数人ずついるわけですよね。このことは

どう思いますか。何か事情があるかも知れないけど当たり前のことですよね。 

市長：そうです。けしからんことですよ。今までタイムレコーダーもなかったような状

況でしたけど、それをつけてかなり改善されたことも事実です。数人、毎回 2.3 人い

ましたけどそういう意味でかなり改善されたと思いますが、意識を持ってしっかりと

勤務をいただきたいということを改めてもう一度申し述べたいと思います。 

 

２．12 月の主な行事予定 

 

（１）2016 年 12 月 寺田市民館「じんけんパネル展」 の開催について （資料№2） 

 日時：12 月 1 日（木）～27 日（火）午前 8時 30 分から午後 5時（平日のみ） 

※ 12 月 7 日（水）・14 日（水）・21 日（水）は午後 7時 30 分まで延長 

 場所：寺田教育集会所 第１学習室 

 内容：『「同対審」答申を読み解く』 



 主催者：人権生活環境部 寺田市民館 （電話：0595-23-8728） 

 

（２）2016 年 12 月 いがまち人権センターパネル展の開催について （資料№3） 

 日時：12 月 6 日（火）～22 日（木）午前 9時から午後 5時（平日のみ） 

    ※12 月 9 日（金）・16 日（金）は午後 7時 30 分まで延長 

場所：いがまち人権センターホール 

内容：『同和問題を解決するために歴史から学ぶこと』 

主催者：人権生活環境部 いがまち人権センター（電話：0595-45-4482） 

 

３．その他【主な質疑応答の概要】 

 

【選挙区の区割りについて】 

記者：衆議院選挙区の区割りのことで各自治体に意見を聞いているところですが、伊賀

市としてはどういう意見ですか。 

市長：なるべく現在に近い案でお願いをしたい。案としては鈴鹿、亀山もありますが、

あまり鈴鹿、亀山とは日常的にご縁がなかった、課題も共通する部分がまた違う。お

決めになるのはどのようにお決めになるのか知りませんので、質問されたらそういう

回答になると思います。その中でしっかりした方が立候補され責務を果たしてくれる

ことが大事かと思います。 


